
背景・目的 事業概要

事業スキーム

一度整備されると長期にわたりCO2排出のロックインが懸念され
る社会システムについては、構築のタイミングで低炭素型のも
のへと政策誘導することが不可欠であり、地域の特性に応じて、
優れた技術を用いることは、地域経済の活性化にも資する。
また、財政上の理由から既存設備を限界まで使用することは、
コスト及びCO2排出量増大のみならず、一層経費を圧迫し、設備
投資ができないという悪循環を生じさせている。このような場
合、設備全体ではなく、エネルギー効率に寄与する部品・部材
に着目することにより部分的な改修・調整を行ってエネルギー
をコスト効率的に活用し、CO2排出量の抜本的削減ができるモデ
ルを確立することが不可欠である。

（1）地域特性に応じた低炭素型インフラ整備モデル・実証事業
地域の未利用資源（熱・湧水等）の利用及び効率的な配給システム等地
域の低炭素化や活性化を推進するモデル的取組に必要な設備等の導入経費
を支援。
・ 事業所空調やコジェネ等の廃熱地域利用
・ 湧水等活用型空調等
・ ＬＮＧ等地域配送システム

（2）未利用資源・コスト効率的活用に向けた設備の高効率化改修事業
未利用資源の活用コスト効率化、大幅なエネルギー効率改善、CO2の削
減に直結する各種施設や設備の部品の交換・追加を行う事業。

期待される効果

地域の特性を活かした低炭素化（一事業当たり20％程度のCO2削減）及
び地域連携によるCO2削減対策の導入
設備の部品交換・追加により、低コストで大幅なCO2排出量削減を促進
するモデルを確立し、省エネが進んでいない地方公共団体や民間企業に
対し省CO2改修モデルを提示。

平成25年度予算
○○百万円

廃熱・湧水等の未利用資源の効率的活用による低炭素社会システム整備推進事業

地域で活用されていない資源を利用し、地域の低炭素社会づくりを推進

湧水・下水熱等活用型空調

湧水等の温度差エネルギーをオフィス等の空調に活
用することにより更なる低炭素化を実現。また、
ヒートアイランド現象の抑制にも貢献。

病院

オフィス

イメージ 事業所空調等の廃熱地域利用

事業所の空調等の廃熱を病院、
オフィス等に二次利用すること
により更なる低炭素化を実現。

平成29年度予算（案）
2,200百万円（新規）

実施期間：平成29年度～平成33年度
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設備の高効率化改修

部分的な部品交換・追加により設備の稼働
効率を向上させ、導入エネルギーの効率的
利用に貢献。


